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2000年6月27日（火）・28日（水）�
会 場：ロイトン札幌（札幌市中央区北1条西11丁目）�
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開催にあたって�
�
21世紀を目前にした今日、高度情報化社会の円滑な実現を図っていくためには、全国的に

バランスのとれた地域の情報化を推進していくことが必須の課題であります。�

当協会では、地域情報化関係先のご協力を賜り、地域情報化に関する情報共有の場として�

「全国地域情報化推進会議ー情報化フェスター」を開催しております。�

平成12年度は、地域の主体性を発揮した地域活性化が重要な課題であるとの視点から、�

テーマを「２１世紀への発信ー情報化による地域経済新時代を探るー」と設定し、札幌市と

の共同開催により企画しました。�

関係各位多数のご参加をお待ちしています。�

�
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開催にあたって�

テーマ：21世紀への発信ー情報化による地域経済新時代を探るー�

�

全国地域情報化推進会議�



オープニングセレモニー�
�

基調講演�
　テーマ：「２１世紀のネットワーク社会�
　　　　　　における地域づくり」�

　講　師：坂本 春生 氏�
　　　　　　（セゾン総合研究所理事長）�

�

情報交換会�
　場　所：ロイトン札幌�
　参加費：5,000円�

　■参加を希望される方は参加申込書にご記入下さい。�

�

パネルディスカッション�
テーマ：「２１世紀地域新時代�
　　　　　　　　　～情報化による地域の自立を探る～」�

コーディネーター：茶谷 達雄 氏（都市情報システム研究所所長）�

パ ネ リ スト ：坂本 春生 氏（セゾン総合研究所理事長）�

　　　　　　　　野口 正一 氏（会津大学学長）�

　　　　　　　　小川 敏雄 氏（札幌市経済局長）�

　　　　　　　　森本 繁生 氏（インターネットショッピング「逸品.com」社長）�

�

茶谷 達雄 氏　　　　　坂本 春生 氏　　　　野口 正一 氏　　　　小川 敏雄 氏　　　　森本 繁生 氏�



札幌市の情報化施策による地域振興�
�

事例研究セミナー�
「統合型メディアシステムを活用した地域情報化モデル�
ー札幌市における観光コンベンション情報サービス」�
�

パネルディスカッション�
「地域通貨（地域マネー）で再生する地域コミュニティと�
市民活動NPO」�
�

地方公共団体による地域産業振興策�
�

生活空間情報化システム開発事業成果発表会�
�

生活空間情報化システム開発事業成果発表会�
（地域生活空間創造情報システム整備事業　成果発表会）�

　�
急速に進展するデジタル技術、情報技術を活用するこ
とによって、物理的制約に関わりなく労働、就学、消費、
余暇等の生活空間を大幅に広げることが可能になる。
こうした中で、地域の創意工夫を活かした社会空間の
創造や拡大を図れるような社会システムを構築するこ
との意義は大きく、その成果を普及させる必要がある。�
本研究会では、システム開発を行った採択地域の成
果を紹介することにより、それらを一つのケーススタデ
ーとして他地域での今後地域情報化事業の推進に役
立てるとともに、成果がより広く着実に普及し、経済の
活性化を資することを目的とする。�
�

■ 第一部■　９：３０～１２：００�
　�
（１） 挨拶�
（２） 地域生活空間創造情報システム整備事業概要説明：事務局�
（３） パネルディスカッション　先進推進自治体（開発要請者）担当者による事例発表�
　　コーデネーター：山梨大学工学部　工学部長　工学博士　伊藤　洋　氏�
　パネリスト：新潟県両津市「両津市（佐渡）の行政サービスエリア　

格差是正システム」�
富山県山田村「富山県山田村地域情報化ネットワークシステム」�
三重県鳥羽市「鳥羽市離島等における�

デジタル生活空間創造システム」�
京都府精華町「次世代通信基盤を活用した�

地域コミュニティシステム」�
（４） 意見交換・討議�
�
■ 第二部■　１３：３０～１６：００�
　�
（１） 第一部の自治体より開発要請を受けた企業による、開発システム成果発表�
　　●（株） 東芝　（新潟県両津市要請案件）�
　　●（株） シナジー　（富山県山田村要請案件）�
　　●アプリケーション・リサーチ （株）　（三重県鳥羽市要請案件）�
　　●松下電器産業 （株）　（京都府精華町要請案件）�
　　●（株） ザ・アール　（在宅ワークマネジメントシステム構築による在宅ワーク市場の創出）�



■ 第一部■　９：３０～１２：００�
　�
パネルディスカッション�
テーマ：「転換を迫られる地域情報化による地域経済・地域振興策」�
コーディネーター：（社）日本経済研究センター　事務局長　　�

井出　敬　氏�
パネリスト：（株）産業立地研究所　代表取締役　　�

真野　博司　氏�
　　　　　　（財）藤沢市産業振興財団　専務理事　　�

長谷川　政彦　氏�
　　　　　　（財）浜松地域テクノポリス推進機構　客員研究員　　�

三浦　曜　氏�
　　　　　　（小樽商科大学商学部教授　�

　松本　康一郎　氏�
�
�

■ 第二部■　１４：００～１６：００�
　�
地方公共団体の施策事例紹介�
富山県、滋賀県、大分県、徳山市（山口県周南地域）�

地方公共団体による地域産業振興策�
�

２１世紀を目前に迎え、地域の自立が重要な課題となりつ
つある。一方情報革新、特にインターネットの普及により
広域化が加速され、経済・産業・行政等のあらゆる分野
に急速な変革が起きており、地域情報化施策は新たな
段階を迎えている。�
本研究会では、このような状況下で地域情報化の地域
経済・産業振興分野にスポットを当て、施策運営当事者、
学識者によるディスカッションや地域公共団体が取り組
んでいる地域産業振興施策の事例紹介を通じて、地方
公共団体による地域経済・産業振興策は如何にあるべ
きかを研究する。�

（2）１４：００～１６：００�
　�
　パネルディスカッション�
　地域通貨（地域マネー）で再生する地域コミュニティ
　と市民活動NPO�
�
　各地域で取り組みがはじまった地域通貨（コミュニティ再
　生の意義と経済的意義）を認識し栗山町事例他を紹介
　し、地域における活用を探るディスカッション。�
�
　コーディネーター：北海道NPOサポートセンター理事�

　　　　武田　るい子　氏�
�

　パネリスト： 通産省生活産業局サービス産業課長　　�
加藤　敏春　氏�

　　　　　　　　北海道栗山町長　　�
川口　孝太郎　氏�

　　　　　　　　北海道大学経済学部助教授　　�
西部　忠　氏�

　　　　　　　　北海学園大学法学部助教授　　�
　　　樽見　弘紀　氏�

　　　　　　　　草津コミュニティ支援センター事務局�
　　　「おうみ」責任者　山本　正雄　氏�

　　　　　　　　さっぽろ村コミュニティ工房　工房長　　�
加藤　知美　氏�

�
�

札幌市の情報化施策による地域振興�

（1）９：３０～１１：００�
　�
　事例研究セミナー�
　「総合型メディアシステムを活用した地域情報化モデル�
　ー札幌市における観光コンベンション情報サービス」�
　�
　モデレーター：札幌市経済局観光部　コンベンション課　　�

荒井　功　係長�
　発表1.　統合型マルチユースコンテンツの形成�
　　　　　日本データサービス（株）SＩ開発室長　�

塩谷　彰浩　氏�
�
　発表2.　テレビデータ放送と地域情報システムモデル�
　　　　　（株）北海道テレビ放送　メディア企画室長　　�

樋泉　実　氏�
　�　発表3.　ブロードキャッチに適したユーザーインターフェースの開発�
　　　　　（株）道新メディック 営業企画部プランニングマネージャー�

　　吉村　匠　氏�
�

�



地域主体の展示会を並行開催�

北海道各地域で展開されている情報システムのパネル展示及び実演デモによる紹介�

�

札幌市の新事業プレゼンテーション�

�

旭川市�
網走市�
岩見沢市�
小樽市�
帯広市�
北見市�
空知中部広域連合�
滝川市�
函館市�
美唄市�
別海町�
北海道自治体情報システム協議会�

公共施設設置端末機「けんちゃん for Windows Ver 2.00」�
オホーツクインターネット事業�
岩見沢市における地域情報化の取り組み�
モノづくり職人～職人アルカディア推進事業�
帯広市農業経営管理支援システム�
オホーツクアーカイブシステム�
介護サービス統合支援システム�
ＩＣカード商店街ポイントカードシステム・健康管理システム�
次世代型函館マルチメディアサービス実験システム�
美唄地図情報システム�
別海町地域情報ネットワーク構想�
総合行政情報システム（愛称TAWN）・各種GISシステム�

北海道空知中部広域連合�
北海道北見市�
北上市�
横須賀市�
静岡県天城湯ヶ島町�
千葉県市川市�
相模原市�
愛知県�
岐阜県�
和歌山県御坊市�
大阪市�
（財）岡山県中小企業研修情報センター�
香川県長尾町�
宮崎市�
沖縄市�

本年度は、従来の情報通信機器メーカーによるシステム展示会から視点を変え、地域主体の情報システ

ムの展示・実演デモンストレーションや札幌市の新事業プレゼンテーションを行います。主な内容は次

のように予定しております。�

■さっぽろ新市民１０万人事業�
■電子商取引普及促進事業「地域型Webショップの現状と将来」�
■マルチメディアコンテンツ「クリエイターによる新世紀事始め」�
■札幌駅北口Bizcafeの誕生�
�
地域総合情報化支援システム整備事業／情報化街づくり推進事業パネル展示�

空知中部広域連合介護サービス総合支援システム�
産学連携によるオホーツク映像アーカイブシステム�
北上地域のコミュニティ活性化支援システム �
横須賀まちづくり総合カードシステム�
天城湯ヶ島町ヒューマン・ナビゲーションシステム�
市川市360＋5情報サポートセンター�
製品開発型産業集積活性化のための情報基盤整備と実証実験事業�
県民に対する総合的、一元的な情報提供システム��
岐阜県インキュベート事業にかかるＶＢ支援システム��
住民参加型広域福祉支援システム��
福祉・医療・商業分野向け地域多用途カードの開発運用実証事業��
岡山情報ハイウェイを活用した産業支援ネットワークシステム��
ＧＩＳ付きマルチメディア掲示板と双方向情報公開システム ��
サンシャインコミュニティシステム��
沖縄市地域空間情報システム�



ロイトン札幌　TEL.011-271- 2711�
　　　　　　　　　　　　〒060-0001　札幌市中央区北１条西11丁目�

申し込み要領�
�
本パンフレットに添付されている参加申込書に必要事項を記入し、ＦＡＸでお申し込み下さい。�

インターネット上でも「RIO-Net（地域情報化支援ネットワーク）」のホームページ上で受付しております。�

　　URL:http//www.nmda.or.jp/rio-net/�

�

宿泊予約�
�

予め参加申し込みをいただいた方には、期間中、会場である「ロイトン札幌」に次の
条件でご宿泊いただけます。�
宿泊予約は上記の参加申込書により受付けます。�

� 対象期間：平成１２年6月26日（月）～28日（水）�
宿泊料金：10,000円／1人�
料金には、朝食、税、サービス料の全てを含み、ツイン仕様の客室をシングルとしてお使いいただけます。�

�

問い合わせ�
�
　財団法人ニューメディア開発協会　情報化フェスタ事務局�
　〒108-0073　東京都港区三田1-4-28　三田国際ビル23階�
　　　　　　　　TEL：03-3457- 0673　FAX：03-3451-9604�
　　　　　　　　E-mail：festa@nmda.or.jp

会場へのアクセス�
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1時間30分�
�

1時間50分�
�

1時間30分�
�

千歳線快速36分�
�

バス1時間5～20分�
�

バス35分�
�

空港バス1時間10分～30分�

タクシー5分�

地下鉄南北線�
大通駅経由�
地下鉄東西線11分�

地下鉄東西線17分�
�


